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『働く×育てるCafé』
～おしゃべりしながら、気づく・励まされる～

コラボ型男女共同参画セミナー

●普段話せない働くお母さん同士で話が
できて参考になりました

●自分のことを考える時間がもてて満足
しました

受講者の感想

paso a pasoの結成のきっかけは、5年前にクレオ大阪西で行われた「育休復帰直前セミナー」でした。その時、近くの席
だったママたちが意気投合し、働くママが気軽に集まれる場をつくろうと、カフェ形式のおしゃべり会がスタート。Paso 
a pasoはスペイン語で“少しずつ”という意味で、ペースは緩やかながら、現在まで通算25回を開催し、今年2月からはお
しゃべり会の進化形ともいうべき「働く×育てるCollege」も実施するなど、活動の幅も広がっています。

“きっかけ”はクレオのセミナー！

“私のキャリア”では、参加者のこれまでのキャリアを書き出しても
らうことから始まりました。paso a pasoのメンバーからは、キャリ
アとは履歴書に書くような“スキル”だけでなくて、自分自身を培って
きた価値観も大切な要素だから、これまでを振り返ってみることで、
そこからの新しいキャリアが始まります、との言葉がありました。出
産という人生における大きな節目を経たゆえに、この言葉にはインパ
クトがあったようです。

キャリアとは何度でも。“いま、ここ”から始まる

初めて育休を取得したという方が、「復職時期がなかなか決まらなくて焦っている」と今の心境を打ち明けたところ、育休
経験者の方から、理解を示しつつも「保育園に行けば熱が出たとかで、自分でコントロールできないことがたくさんあるか
ら、今できることを大事にしてみて！」とアドバイスがありました。また、「タイムスケジュールはおすすめ。できること、で
きないことが見えてきますよ」と具体的な方法も出て、小さな子ども
がいるママ同士、どんどん打ち解けた雰囲気となっていきました。

できること、できないことを知るのも大切

この企画の魅力は堅苦しい勉強ではなく、気軽なおしゃべりの
中で、「悩んでいたのは私だけじゃなかったんだ」と気づけること
かもしれません。また、小さいお子さんを連れていても同室できま
すので、安心してご参加いただけます。毎日、仕事と子育てに奮闘
しているママの参加をお待ちしています。パパと一緒の参加も大
歓迎です。次回は2月24日（土）です。参加希望の方は、事前にクレ
オ大阪西までお申し込みください。

はぴマルクレオ
～私らしく輝く女性の1DAYマルシェ～

男女共同参画をテーマに一緒にセミナーを「協働（コラボレーション）しませんか？」と大阪市内の団体・グループを
公募したところ、たくさんの申込みをいただきました。クレオ大阪西では、ユニット【paso a paso】の企画が選定さ
れ、4回シリーズのセミナーを現在、実施中です。今回は、第2回のテーマ“私のキャリア”での内容をレポートします。

ぱそ ぱそあ

起業で社会参画をめざす女性が主体となり、クレオ大阪東で第6回を迎える「はぴマルクレオ～私らしく輝く女性の
1DAYマルシェ～」は女性のチャレンジ、ネットワーク形成を応援するため、力を入れている事業です。今回は30名の女性
が奮闘し、ハンドメイド雑貨販売（ピアス、ベビー用品、デニムリメイク雑貨）、カフェ（ピザ、パスタ、ケーキ）、ミニチュア粘
土細工、ボディジュエリー等を出店し、12月9日(土)のイベント当日には、子どもから大人の方まで楽しんでいただきまし
た！ 

はぴマルクレオの魅力は、何といっても、出店者全員で創り上げること！挑戦すること！つながりをつくること！です。
それぞれが起業や地域活動参画という目標（夢）に向かって、ともに成長し、はぴマルを成功させるために、突っ込んだ意見
交換をしながら6か月間邁進していきます。これは、1人の女性起業家として自立し活動していくための、他のマルシェでは
経験できない「はぴマル」ならではの魅力です。

そして、【気づき】【失敗】【再挑戦】を繰り返して、成長する自分自身に皆さんとても感動されます。実行委員という運営側
スタッフとしてもチャレンジでき、経験を重ねていけるこのイベントに、次回はあなたも参加してみませんか！

はぴマルに応募したきっかけは？
知人に紹介されて、初めて出店したのは3年前。起業をめざしている方とのつながりも全くない初心者

でした。起業を考え始めたのは、双子を出産して、スタイのハンドメイドをつくったのがきっかけです。
没頭して夢中になれることが楽しく、自分の作品が認められるか、直接お客様と触れ合って、いろんな意
見を聞いてみたいと思い応募しました。これが私の起業の原点です。

情報発信力、見える化の工夫
はぴマルでは、何より自分自身が行動しないと何も始まりません。勉強会で、「どうしてこのイベントに出たいのか、このイベン

トを通じてどうなっていたいか」を掘りさげ、起業という「目標」に向かって、自分はどう行動したいのかを考えました。出店者み
んなで創り上げるイベントの中で、何を発信していくか。たくさんの方に自分のことを知ってもらおうと、SNS初心者の私でした
が、まずはSNSにチャレンジしました。自分自身のお店のコンセプトや商品について、毎回工夫して情報発信し、見える化の大事
さ、告知・宣伝の大切さを知りました。

成長と出会いの2年目
実行委員として運営側に携わることで、また1つ大きく成長するきっかけになりました。はぴマ

ル開催に向けて、実行委員としてどう関わったらいいか。子ども達が寝た後にグループ電話を使っ
て、実行委員同士で話し合うこともありました。出店のことだけを考えていた時には見えなかった
ことに気づき、今では、企業様と取引をさせていただくまでになりました。

再度、自分自身と向き合った3年目
はぴマルへの出店が実りあるものになるように、はじめて出店する人に、はぴマルの醍醐味をどうしたら伝えられるか悩みま

した。説明会、勉強会、前日準備、当日、振り返り会を一から考え、まずは、自分自身の体験談を伝えることを心がけました。はぴマ
ルは、繰り返し、自分自身のやりたいことを再発見することのできるイベントなのです。

布川さんのオリジナルハンドメイド雑貨店

実行委員長にインタビューしました。
はぴマル運営者を代表して

実行委員長
布川真奈美さん

はぴマルクレオ
出店の様子
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